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[方法]身体的特徴 (7項目入過去1年間の既往歴 (9項呂)， 













影響を及ぼす要因として P 階段昇段動作の国難性 (Odds
ratio (OR) : 2.15， 95% Confidence Intervals (Cl) : 1.29 
-3.58) ，糖尿病 (OR:2.11， 95% CI: l.05-4.25)，膝関
節痛 (OR:1.77， 95% C1: 1.09-2.87)，タンデムバラン
ス (OR:0.97， 95% CI: 0.94-0.99)，タンデムウオーク
(OR: 1.05， 95% C1: 1.01-1.11) の5項目が採択された.
また，複数回転倒に影響を及ぼす要因として，階段昇段動
作の困難性 (OR:7.05， 95% CI: 3.22-15.46)，糖尿病
(OR: 2.93，95% C1: 1.29-6.67)，タンデムウオーク
(OR: 1.08，95% C1: 1.03-1.14)，身体機能 (SF-36)
(OR: 1.02， 95% C1: 1.00-1.04)の4項目が採択された.
{結論}以上の結果より，地域で比較的簡便に把握できる
情報から転倒リスクを評価できる可能性が示された.今後，
転倒リスク項目と実際の転倒の照の因果関係を明らかにす
るために，縦断的検討が必要である.
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